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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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さいとうこうへい 1987年生まれ。大阪市

立大学大学院経済学研究科准教授。ベルリ

ン・フンボルト大学哲学科博士課程終了。

哲学博士。『大洪水の前に―マルクスと惑

星の物質代謝』（堀之内出版）でドイッチャ

ー記念賞を日本人初、史上最年少で受賞。

『未来への大分岐』（集

英社新書。斎藤幸平編）

は「資本主義の終わりか、

人間の終焉か」をテーマ

に３人の世界的な識者と

対談し話題に。５万部８

版を重ねる
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ス

２

面

に
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
日
本
の
大
学
に
少
し
い
た

時
に

貧
困
や
貧
困
な
ど
今

の
社
会
問
題
を
考
え
る
理
論

の
ベ

ス
が
マ
ル
ク
ス
だ


た
ん
で
す

ド
イ
ツ
の
大
学

院
に
い
た
２
０
１
１
年
に
福

島
原
発
事
故
が
起
き
て

資

本
主
義
の
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活
を
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ル
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の
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か

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

19
世
紀
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思
想
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だ

と
長
ら
く
言
わ
れ
て
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ま
し
た
が

実
は
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の
ノ


ト
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中
で
労
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や
生
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自
然
環
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影
響

に
つ
い
て
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大
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関
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払


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い
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し
た
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マ
ル
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ス

は

労
働
は
人
間
と
自
然
の

物
質
代
謝
を
つ
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で
と
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も
つ
と
定
義
づ
け
て
い
て


も
し
彼
が
﹃
資
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﹄
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全
巻
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て
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﹁
生

産
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が
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﹂
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
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
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
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
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
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本
の
流
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
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感
染
が
世
界
中
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が

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が
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
で
す

ワ
ク
チ
ン
を
使


て
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越
え
て

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
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
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
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
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
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に
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弱
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
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
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に
影
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を
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け
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
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本
で
は
非
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の
切
り
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が
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
世
界
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は


何
十
億
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た
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
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気
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
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
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
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追
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

新型コロナウイルスの拡大が世界でも日本でも社会のあり方を大きく揺さぶっていま

す。コロナ禍や気候変動の危機をどう打開するか、新進気鋭の経済思想家としてメディ

アでも注目を集めている大阪市立大学大学院准教授の斎藤幸平さんに聞きました。
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を
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に

大
企
業
の
経
営
者
た
ち

に
対
し
て
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発

言
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す

ね
あ
ま
り
話
は
噛か

み
合
わ
な

か

た
で
す
が
︵
笑
︶

コ

ロ
ナ
で
介
護
や
保
育

農
業

な
ど
エ

セ
ン
シ

ル
ワ


ク
︵
社
会
で
必
要
不
可
欠
な

仕
事
︶
の
大
切
さ
の
認
識
は

広
が
り
ま
し
た

私
た
ち
の

日
常
的
な
生
活
と
い
う
意
味

で
の
経
済
は

エ

セ
ン
シ


ル
ワ

カ

た
ち
の
頑
張

り
に
よ

て
２
カ
月
く
ら
い

ロ

ク
ダ
ウ
ン
︵
都
市
封

鎖
︶
に
近
い
こ
と
を
し
て
い

て
も
成
り
立
つ
わ
け
で
す


ス

パ

に
は
物
が
あ
る

し

ご
み
が
街
中
に
あ
ふ
れ

る
と
か

医
療
サ

ビ
ス
が

全
く
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
は
な
か

た

そ
の
意
味

で
本
来
の
経
済
と
は

実
は

エ

セ
ン
シ

ル
ワ

ク
を

し
て
い
れ
ば
十
分
可
能
だ


た
ん
で
す


い
つ
か
は
冷
蔵
庫
と
か
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も
買
わ
な
い
と
い
け
な
い
で

す
け
れ
ど

少
な
く
と
も
今

の
よ
う
な
ペ

ス
で
物
を
作


て
消
費
す
る
必
要
は
な

い

﹁
で
も
そ
れ
だ
と
経
済

が
持
た
な
い
﹂
と
大
企
業
の

経
営
者
た
ち
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言
う
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と

は

全
然
違
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ま
す


日
本
は
﹁
先
進
国
﹂と
言


て
も

危
機
に
な
れ
ば

マ

ス
ク
も

防
護
服
も

消
毒

液
も

社
会
に
と

て
必
要

な
も
の
が
作
れ
な
い

そ
れ

な
の
に
こ
の
国
の
経
済
は


広
告
や
投
資
銀
行
な
ど
と
い


た
危
機
の
解
決
に
役
立
た

な
い
も
の
に
よ

て
支
配
さ

れ
て
き
ま
し
た


最
近
話
題
の
電
通
み
た
い

な
会
社
が
何
を
し
て
い
る
か

と
い
う
と

高
給
取
り
で
偉

そ
う
に
し
て
い
る
け
れ
ど


持
続
化
給
付
金
の
委
託
費
用

の
中
抜
き
の
よ
う
に

役
に

立
つ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
邪
魔

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な


た


私
た
ち
の
生
活
は
実
は
エ


セ
ン
シ

ル
ワ

カ

に

支
え
ら
れ
て
い
て

こ
の
人

た
ち
を
も

と
高
く
評
価
す

る
社
会
に
変
え
ら
れ
る
の

か

と
い
う
の
が
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
︵
コ
ロ
ナ
後
︶
の
社
会

の
課
題
だ
と
思
い
ま
す



